
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
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文
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全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(

田
中
祐
会
長)

主
催
の
「
第
六
十
七
回
年
次
大

会
大
阪
大
会
」
は
、
十
月
二
十

四
日(

金)

に
、
「
シ
ェ
ラ
ト
ン

都
ホ
テ
ル
大
阪
」
に
於
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今

大

会

は

シ

ー

ル

印

刷

大

阪

府

協

同

組

合

の

担

当

で

「
大
阪
シ
ー
ル
の
陣 

い
の
ち

輝

く

未

来

の

業

界

の

デ

ザ

イ

ン
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
開
催
さ 

 

れ
、
全
国
か
ら
組
合
員
・
会
友
、

協
賛
会
、
ご
来
賓
を
含
め
三
二

〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

大
会
は
国
歌
斉
唱
か
ら
始
ま

り
、
先
輩
物
故
者
に
黙
と
う
、

ご
来
賓
の
紹
介
の
後
担
当
協
組

の
坂
田
康
司
理
事
長
が
「
ラ
ベ

ル
業
界
が
明
る
い
未
来
と
な
る

べ
く
今
大
会
が
そ
の
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
願
う
」
と
開
会

の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
田
中
祐
連
合
会
会
長

が
「
ラ
ベ
ル
業
界
は
需
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
価
格
競

争
が
激
化
し
て
い
る
。
し
か
し

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
中

で
も
組
合
活
動
を
通
じ
て 

 

 

 

得
ら
れ
る
仲
間
と
の
交
流
や
情

報
交
換
は
大
き
な
支
え
と
な
っ

て
い
る
。
本
大
会
が
皆
様
に
と

っ
て
笑
顔
溢
れ
る
交
流
の
場
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」 

と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
ご
来
賓
挨
拶
と
続
き

経
済
産
業
省
近
畿
経
済
局
サ
ー

ビ
ス
・
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
室
長

の
遠
藤
浩
規
室
長
、
大
阪
府
商

工
労
働
部
中
小
企
業
支
援
室
も

の
づ
く
り
支
援
課
の
山
本
芳
生

課
長
補
佐
、
大
阪
市
経
済
戦
略

局
産
業
振
興
部
産
業
振
興
課
の

長
濱
寛
課
長
代
理
、
日
本
印
刷

産
業
連
合
会
の
高
島
淳
一
常
務

理
事
、
全
日
本
シ
ー
ル
印
刷 

 

 

協
賛
会
の
服
部
真
会
長
、
大
阪

府
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
谷

山
真
紀
子
事
務
局
長
ら
が
挨
拶

し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
連
合
会
報
告
、
祝
電 

披
露
の
後
、
功
労
者
顕
彰
、
優

良
従
業
員
表
彰
と
続
き
、
第
三

十
五
回
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
表
彰
が
あ

り
、
大
阪
の
青
年
部
長
湯
浅
督

一
部
長
の
大
会
宣
言
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

大
会
宣
言
の
後
、
次
回
担
当 
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大阪プロレスとタレントショーで盛り上がった懇親会会場  

3 2 0 名が参加した第 6 7 回年次大会・大阪大会  

ラベルコンテスト会場にも多くの人が  

    第 67 回年次大会大阪大会 

全国から 320 名が参加盛大に 

業界の未来を力強く切り開こう 

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


協
組
を
代
表
し
て
当
協
組
の
北

島
憲
高
理
事
長
が
「
次
回
は
来

年
十
月
十
六
日(

金)

に
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
於
い
て
開

催
予
定
で
、
「
ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー

ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン
二
〇
二
六
」
も

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
か

ま
た
東
京
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
」
と
閉
会
の
辞
を
述
べ
ま
し

た
。 式

典

終

了

後

午

後

五

時

か

ら
懇
親
会
が
開
か
れ
、
小
原
隆

副
理
事
長
と
清
水
順
専
務
理
事 

                    

の
漫
才
で
幕
が
開
く
と
い
う
演

出
で
、
坂
田
康
司
理
事
長
が
登

壇
し
て
全
員
で
乾
杯
し
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
は
大
阪
ら
し
い
笑
い

が
詰
ま
っ
た
内
容
と
な
り
、
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
や
大
阪
プ
ロ
レ
ス

の
シ
ョ
ー
な
ど
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
最
後
は
森
山
健
二
副

理

事

長

な

ど

役

員

が

登

壇

し

「
大
阪
締
め
」
で
幕
と
な
り
ま

し
た
。 

第

三

十

五

回

シ

ー

ル

・

ラ

ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
回
全 

                    

国
六
十
社
か
ら
一
〇
三
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
自
由
課
題
三
十

五
作
品
、
規
定
課
題
六
十
八
作

品(

平
圧
二
十
三
、
輪
転
四
十

五)

の
中
か
ら
、
第
二
次
審
査

ま
で
行
わ
れ
、
最
高
の
経
済
産

業
大
臣
賞
に
は
タ
カ
ラ
が
受
賞

し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
当
組
合

か
ら
は
三
社
、
六
作
品
が
出
展

さ
れ
、
サ
ン
メ
ッ
ク
が
産
業
大

臣
官
房
商
務
・
サ
ー
ビ
ス
審
議

官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

          
 

           

東
洋
化
学
商
会
発
売 

植
物
由
来
の
剥
離
ス
プ
レ
ー 

 

㈱
東
洋
化
学
商
会(

江
東
区

亀
戸
九
の
三
十
七
の
一
☎
三
六

八
五
―
四
三
五
一)

で
は
、
頑

固
な
シ
ー
ル
・
テ
ー
プ
を
一
気

に
除
去
！
植
物
由
来
の
剥
離
ス

プ
レ
ー
「
剥
（
は
く
）
」
を
発

売
し
て
い
ま
す
。 

糊

・

テ

ー

プ

・

シ

ー

ル

・

ラ
ベ
ル
剥
離 

ホ
ッ
ト
メ
ル
ト

(E
V

A

洗

浄

剤

)
 

有
機
剤
・
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
非
該
当

の
安
心
設
計
。 

特
徴
と
し
て
は 

①

２

種

類

の

強

力

洗

浄

成

分
が
頑
固
な
接
着
剤
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
溶
解 

②

植

物

由

来

剥

離

剤

を

使

用
し
、
環
境
と
作
業
者
に
や
さ

し
い
設
計 

③
有
規
則
・P

R
T
R

法
非
該

当
で
安
心
し
て
ご
利
用
可
能 

四
二
〇m

l

入
り
。 

問

い

合

わ

せ

は

組

合

事

務

局
ま
で
。 

 

                                 

大 会 宣 言  

本日多くの皆さまのご臨席を賜り、この佳き日に

「第６７ 回年次大会・大阪大会」を開催することが

できました。 

本大会は全国の組合員、会友、協賛会員が集い、親

交を深め、新たなご縁を築き、業界の未来を展望する

意義深い催しであります。コロナ禍で一旦途絶えては

いましたが、その後私たちは金沢において「温故知

新」の精神を、神奈川においては「原点回帰」の思い

を胸に、大会を重ねてまいりました。 

そして本日、大阪市上本町シェラトン都ホテル大阪

にて開催される本大会は、「大阪シールの陣・いのち

輝く 未来の業界のデザイン」をコンセプトに掲げ、

大阪・関西万国博覧会の熱気を受け継ぎながら、業界

の未来を力強く切り拓く大会として実施いたします。 

私たちはすべての参加者の皆様を心から歓迎すると

ともに、業界の発展と社会への貢献を使命として、全

員が一致団結し、新たな飛躍を目指すことをここに誓

います。そしてこの大会を通じて、結束の力を高め、

業界の未来を担う礎を築いてまいります。 

本大会が業界のさらなる発展に向けた大いなるきっ

かけになることを心より願い、大会宣言といたしま

す。 

 

令和 7 年 10 月 24 日 

シール印刷大阪府協同組合青年部 

部長 湯浅 督久 



                

組

合

主

催

の

「

中

小

企

業

の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、 

十
一
月
十
一
日(

火)

午
後
五

時
よ
り
、
台
東
区
神
田
佐
久
間

町
の
会
議
室
イ
ン
ス
タ
ベ
ー
ス

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
組
合
員

十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
東
京
都

の
補
助
金
事
業
で
あ
る
団
体
連

携
型
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
推
進
事
業

で
、
組
合
等
が
組
合
員
等
に
対

し
て
行
う
Ｄ
Ｘ
人
材
の
育
成
に

関
す
る
取
り
組
み
に
要
す
る
経

費
の
一
部
が
東
京
都
か
ら
助
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

当

日

は

講

師

に

ジ

ャ

イ

ロ

総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
の

露
英
一(

つ
ゆ
・
ひ
で
か
ず)

氏
を
講
師
に
『
Ｄ
Ｘ
と
は
何
か
、

Ａ
Ｉ
や
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
い

っ
た
い
私
た
ち
の
何
が
変
わ
る

の
か
』
に
つ
い
て
一
時
間
半
に

亘
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。 

 

露
講
師
は
「
Ｄ
Ｘ
と
は
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
変
革
し
、
競
争
上

の
優
位
性
を
確
立
す
る
こ
と
」

と
前
置
き
し
た
う
え
で
、
「
Ｄ

Ｘ
の
第
一
歩
は
知
る
こ
と
、
使

っ
て
み
る
こ
と
。
人
も
お
金
も

『
無
い
』
の
『
無
い
』
を
埋
め

る
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
で
す
。
人
材

育
成
の
第
一
歩
と
し
て
全
員
が

Ａ
Ｉ
に
触
れ
る
こ
と
か
ら
始
め

て
ほ
し
い
」
と
し
て
、
石
川
県

の
部
品
製
造
会
社
の
実
例
を
示

し
な
が
ら
Ｄ
Ｘ
の
導
入
に
よ
っ 

             

て
業
務
が
効
率
化
し
、
業
績
の

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
の
か
を 

を
解
説
し
ま
し
た
。 

 

露
講
師
は
「
生
成
Ａ
Ｉ
は
誰

も
が
使
う
こ
と
の
で
き
る
便
利

な
道
具
で
あ
り
、
人
間
の
よ
う

に
考
え
て
学
ぶ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

で
す
。
そ
も
そ
も
生
成
Ａ
Ｉ
と

は
Ｌ
Ｌ
Ｍ(

大
規
模
言
語
モ
デ

ル)

と
言
わ
れ
、
膨
大
な
量
の

文
章
を
学
習
し
、
人
間
の
よ
う

に
自
然
な
文
章
を
創
り
出
し
た

り
、
内
容
を
理
解
し
た
り
で
き

る
非
常
に
賢
い
Ａ
Ｉ
の
こ
と
」 

と
説
明
し
、
Ａ
Ｉ
の
も
っ
と
も

代
表
的
な
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ 

を
使
っ
て
ほ
し
い
と
、
そ
の
場

で
参
加
者
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ 

を
ス
マ
ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ

せ
て
、
さ
ら
に
そ
の
使
い
方
を

説
明
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

「

い

き

な

り

頂

上

を

目

指

す
必
要
は
な
い
。
全
社
で
の
Ｄ

Ｘ
・
業
務
ア
プ
リ
を
作
る
。
ま 

       

 

 

ず
は
Ａ
Ｉ
に
触
っ
て
み
る(

一

合
目)

か
ら
。
経
営
者
が
や
る

と
決
め
る
こ
と
。
自
社
の
Ｄ
Ｘ

戦
略
を
自
分
の
言
葉
で
発
信
す

る
こ
と
が
大
事
に
な
る
」 

最

後

に

「

Ａ

Ｉ

活

用

は

今

後
必
須
に
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
る

企
業
と
そ
う
で
な
い
企
業
と
の

差
は
、
す
で
に
大
き
く
開
い
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
せ

る
か
、
使
い
こ
な
せ
な
い
か
で

大
き
な
差
が
出
て
く
る
可
能
性

が
高
い
。
会
社
に
Ａ
Ｉ
を
活
用

で
き
る
人
材
を
一
人
で
も
多
く

抱
え
る
こ
と
が
重
要
」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

Ｄ

Ｘ

の

第

一

歩

は

Ａ

Ｉ

の

活
用
で
あ
り
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
の
利
用
で
あ
り
、
取
り
組
み

方
、
利
用
方
法
が
分
か
ら
な
け

れ
ば
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
聞

き
な
が
ら
で
き
る
と
い
う
の
が

大
き
な
特
徴
で
、
す
で
に
Ｃ
ｈ 

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
文
章
を
作
成
し

て
い
る
人
も
多
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
生
成
Ａ
Ｉ
に

よ
る
音
声
を
流
し
て
い
る
。 

今

回

の

露

講

師

の

講

演

は

「
非
常
に
分
か
り
易
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
く
、
参
加
者
か

ら
は
好
評
で
し
た
。 

 

 

                                

 

 

団体連携型 DX 人材育成事業  

中小企業のための DX セミナー 

AI や ChatGPT について学ぶ  

 

 

 

 

D X セミナーについて学びました  

 

 講師の露英一氏  



 

十
月
度
理
事
会
議
事
録 

 ■
日
時 

令
和
七
年
十
月
十
六

日(

火)
  

午
後
六
時 

■
場
所 
組
合
会
議
室 

■
出
席
者 
北
島
憲
高 

本
間

敏
道 

保
坂
知
彦 
清
宮
和
夫 

前
田 

智
信 

藤
井
雅
一 

藤
井
崇
徳 

平
山
雄
太 

■
欠
席
者 

  

な
し 

■
議
題 

 
 

①
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
事
業
に
つ

い
て 本

間

専

務

理

事

よ

り

か

ね

て
よ
り
東
京
都
中
央
会
の
「
Ｄ

Ｘ
人
材
育
成
事
業
補
助
金
」
を

使
っ
て
十
一
月
十
一
日(

火)

午

後
６
時
よ
り
、
秋
葉
原
イ
ン
ス

タ
ベ
ー
ス
に
て
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
し
、
す
で
に
組
合
員
に

案
内
状
を
送
付
し
て
い
る
が
、

今
後
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
は
無
関
心
で
い
ら
れ

な
く
な
っ
て
く
る
た
め
、
我
々

の
仕
事
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か

に
つ
い
て
勉
強
し
て
ほ
し
い
と

説
明
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。 

②
合
同
支
部
会(

忘
年
会)

開

催
に
つ
い
て 

例
年
の
合
同
支
部
会(

忘
年

会)

は
、
十
二
月
五
日(

 

金)

か
、

一
二
日(

金)

の
開
催
が
決
定
し
、

会
場
の
手
配
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
勉
強
会
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。 

③
年
次
大
会
大
阪
大
会
に
つ

い
て 

 

年
次
大
会
大
阪
大
会
は
十
月

二
十
四
日(

金)

に 

シ
ェ
ラ
ト

ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
開
催
さ

れ
る
が
、
当
組
合
か
ら
は
協
賛

会
を
含
め
て
二
十
四
名
が
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
告
が

あ
っ
た
。 

④
各
委
員
会
活
動
の
活
性
化

に
つ
い
て 

本

間

専

務

理

事

よ

り

こ

れ

ま
で
委
員
会
活
動
が
停
滞
し
て

お
り
、
二
か
月
に
一
度
の
理
事

会
だ
け
で
組
合
を
運
営
し
て
い

る
の
は
異
常
な
状
態
で
あ
り
、

他
の
組
合
は
委
員
会
活
動
が
機

能
し
て
お
り
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強

会
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
正
常
に
戻
さ
な
け
れ
ば
組

合
の
今
後
が
心
配
だ
と
い
う
説

明
が
あ
り
、
今
後
委
員
会
活
動

に
正
常
に
戻
す
努
力
を
理
事
ひ

と
り
ひ
と
り
が
し
て
ほ
し
い
と

要
請
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。 

⑤
合
同
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い

て 
 

 

恒

例

の

合

同

賀

詞

交

歓

会

は
来
年
一
月
八
日 

(

木)

午
後

五
時
よ
り
開
催
が
決
定
し
て
い

る
が
、
今
回
は
正
札
シ
ー
ル
組

合
の
担
当
な
の
で
受
付
だ
け
と

な
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。 

⑥
組
合
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
作
成
に
つ
い
て 

北

島

理

事

長

よ

り

組

合

の

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
が
、
以
前

に
作
成
し
た
が
中
途
半
端
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
今

回
改
め
て
整
備
し
て
い
く
と
報

告
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。 

⑦
ラ
ベ
ル
会
開
催
に
つ
い
て 

ラ

ベ

ル

会

は

十

二

月

二

十

三
日(

火)

に
い
つ
も
の
佐
倉
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
が
決

定
し
、
す
で
に
案
内
状
が
送
付

さ
れ
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
了

承
さ
れ
た
。 

⑧
組
合
創
立
六
〇
周
年
に
つ

い
て 本

間

専

務

理

事

よ

り

来

年

五
月
二
十
二
日(

金)

に
開
催
予

定
で
、
前
回
の
五
〇
周
年
と
同

じ
で
組
合
総
会
後
の
懇
親
会
を

祝
賀
会
に
す
る
こ
と
で
了
承
さ

れ
、
年
明
け
に
実
行
委
員
会
を

発
足
さ
せ
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。
ま
た
、
い
つ
も
「
交
通
安

全
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
一
万
五
千

枚
作
成
し
て
蔵
前
警
察
等
、
に

配
布
し
て
い
る
た
め
、
今
回
も

シ
ー
レ
ッ
ク
ス
に
協
力
を
打
診

し
た
と
こ
ろ
、
協
力
を
快
諾
し

て
く
れ
た
と
報
告
さ
れ
た
。 

⑨
タ
ッ
ク
紙
値
上
げ
に
つ
い

て 

 

タ
ッ
ク
紙
の
値
上
げ
の
話
が

各
社
か
ら
す
で
に
来
て
お
り
、

今
後
に
つ
い
て
は
組
合
員
で
情

報
を
共
有
し
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。 

終
了
午
後
七
時 

「
組
合
ま
つ
り
」
開
催 

 

全
国
か
ら
「
技
と
食
」
が 

 

東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会
主
催
の
「
組
合
ま
つ
り
」

は
、
十
月
二
十
九
日
、
三
十
日

の
二
日
間
、
東
京
有
楽
町
の
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
「
技
と
食
」

が
大
集
合
し
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

                                 



                  

 

 

私

は

前

職

の

Ｔ

＆

Ｋ

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ａ(

印

刷

イ

ン

キ

メ

ー

カ

ー)

よ
り
二
〇
〇
四
年
に
フ
ジ

ラ
ベ
ル
印
刷
に
戻
っ
て
き
て
早

２
０
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。 

こ

の

二

十

年

の

間

に

会

社

の
浮
き
沈
み
を
経
験
し
な
が
ら

何
と
か
今
日
に
至
り
ま
し
た
。 

 
 

当
然
イ
ン
キ
の
知
識
は
あ
り
ま

し
た
が
、
経
営
の
知
識
は
皆
無

に
等
し
い
状
態
で
し
た
。 

そ

の

た

め

決

算

書

な

ど

も

ま
っ
た
く
読
め
る
状
態
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
自

分
の
会
社
が
印
刷
関
係
の
い
く

つ
か
の
組
合
に
入
っ
て
い
る
事

が
分
か
り
、
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
ま
ま
、
と
り
あ
え
ず
参
加

し
て
み
ま
し
た
。 

そ

こ

で

は

様

々

な

テ

ー

マ

の
勉
強
会
が
あ
り
、
多
く
の
事

を
学
び
ま
し
た
。
特
に
経
営
関

係
の
勉
強
会
は
私
に
と
っ
て
大

変
為
に
な
り
ま
し
た
。 

ま

た

懇

親

会

な

ど

の

お

酒

の
席
で
は
、
多
く
の
方
と
知
り

合
い
、
沢
山
の
関
係
を
築
く
こ

と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

こ

の

二

〇

年

で

印

刷

業

界

も
大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
機
の
普
及
・
広

が
り
が
物
凄
く
、
展
示
会
も
昔

は
大
型
の
印
刷
機
が
ド
ー
ン
と

展
示
さ
れ
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
あ
ま
り
見
る
事
が

出
来
ず
、
デ
ジ
タ
ル
機
が
所
狭

し
と
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

デ

ジ

タ

ル

印

刷

の

品

質

も

日
に
日
に
良
く
な
り
、
こ
れ
が

デ
ジ
タ
ル
で
印
刷
し
た
の
か
と

驚
く
ほ
ど
キ
レ
イ
に
仕
上
が
り

ま
す
。 

組
合
員(

親
会
・
青
年

会)

の
年
齢
が
上
が
り
、
組
合
員
数

の
数
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
新
し
い
物
・
事
を
取
り
入

れ
、
業
績
を
伸
ば
し
続
け
る
頼

も
し
い
仲
間
が
沢
山
い
る
の
が

こ
の
組
合
の
良
い
所
か
な
と
、

最
近
は
実
感
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

あ

ま

り

に

も

進

歩

の

ス

ピ

ー
ド
が
速
す
ぎ
て
、
中
々
追
い

つ
い
て
い
け
な
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
既
に
取
り
入
れ
て
結

果
を
出
し
て
い
る
人
か
ら
、
情

報
共
有
や
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
自
社
に
も
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

最

近

で

は

特

に

Ａ

Ｉ

に

興

味
、
関
心
が
あ
り
、
先
月
組
合

主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｄ
Ｘ
セ

ミ
ナ
ー
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
大
い
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。 

最

後

に

私

個

人

の

事

と

言

え
ば
、
昨
年
の
４
月
に
断
裂
し

た
前
十
字
靭
帯
の
再
建
手
術
を

し
て
、
先
日
は
膝
に
残
っ
て
い

た
ネ
ジ
を
取
り
除
く
手
術
を
し

て
、
あ
と
は
来
年
４
月
の
術
後

２
年
の
完
全
終
了
ま
で
も
う
少

し
で
す
。 

運

動

は

問

題

な

く

出

来

る

の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
ジ
ム

に
通
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

精
力
的
に
動
け
る
よ
う
に
ボ
デ

ィ
メ
ン
テ
中
で
す
。 

こ

れ

と

合

わ

せ

て

血

圧

対

策
の
為
に
無
添
加
の
ト
マ
ト
ジ

ュ
ー
ス
を
飲
み
続
け
る
も
、
今

の
所
は
血
圧
が
下
が
る
ど
こ
ろ

か
逆
に
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
有
様
。 

 

年

齢

も

五

〇

歳

を

超

え

、

体
の
自
由
が
徐
々
に
効
か
な
く

な
っ
て
く
る
年
頃
、
気
づ
け
ば

自
分
よ
り
年
が
下
で
元
気
な
人

達
が
多
く
な
っ
て
き
た
今
日
こ

の
頃
で
す
。 

こ

れ

か

ら

も

公

私

と

も

に

元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
オ
ッ

サ
ン
ど
真
ん
中
の
藤
井
で
し
た
。 

皆
さ
ん
、
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

※
組
合
で
は
組
合
員
・
会
友
、

協
賛
会
の
方
々
か
ら
、
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
紀
行
文
、

随
筆
、
会
社
紹
介
、
自
己
紹
介

等
々
、
是
非
組
合
ま
で
お
寄
せ

下
さ
い
。 

                                 

寄  稿  No7  

この２０年で大きく変わった印刷 

ＤＸ、ＡＩをどう取り入れるか 
㈱フジラベル印刷 藤井 雅一 



 

■
冬
に
多
い
突
然
死
と
は 

 
突
然
死
の
定
義
に
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
症
状
の
発
現
か
ら

二
十
四
時
間
以
内
に
死
亡
に
至

る
こ
と
と
す
る
の
が
一
般
的
の

よ

う

で

す

。

も

ち

ろ

ん

、

外

傷
・
事
故
な
ど
の
外
因
死
や
自

殺
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

               

 

■
突
然
死
の
原
因
と
は 

突

然

死

の

原

因

と

し

て

は

、

心
疾
患
、
脳
血
管
障
害
、
呼
吸

器
疾
患
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
救
急
外
来
に
心
肺
停
止
状

態
で
救
急
搬
送
さ
れ
、
解
剖
が

な
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
死

因
の
確
定
診
断
が
つ
か
な
い
こ

と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
日

本
で
は
年
間
約
十
万
人
の
方
が

突
然
死
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と

の

推

計

も

あ

り

ま

す

。 

 

ま
た
、
当
該
施
設
で
死
因
が

特
定
さ
れ
た
突
然
死
一
三
一
例

の
う
ち
、
心
疾
患
が
全
体
の
約

七
〇
％
を
占
め
、
そ
の
約
三
分

の
二
が
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
で
、

他
に
重
症
不
整
脈
、
大
動
脈
破

裂
・
解
離
、
心
筋
症
な
ど
が
あ

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。 

次

に

多

い

の

が

脳

血

管

障

害
で
、
全
体
の
約
二
〇
％
を
占

め
、
そ
の
う
ち
約
半
数
が
脳
出

血
で
く
も
膜
下
出
血
、
脳
梗
塞

が
続
き
ま
す
。 

 

■
リ
ス
ク
要
因
と
生
活
習
慣 

心

筋

梗

塞

や

脳

梗

塞

・

脳

出
血
は
動
脈
硬
化
が
主
な
原
因

で

、

糖

尿

病

・

肥

満

・

高

血

圧
・
高
脂
血
症
・
喫
煙
な
ど
が

そ
の
危
険
因
子
で
す
。 

言

い

換

え

れ

ば

、

生

活

習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
突
然
死

の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で  

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、

以
下
の
習
慣
を
日
常
の
生
活
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

①

毎

年

健

康

診

断

を

行

い

、

異
常
を
指
摘
さ
れ
た
ら
放
置
せ

ず
精
密
検
査
を
受
け
、
必
要
な

治
療
に
繋
げ
る
。 

②

体

調

不

良

を

感

じ

た

ら

、

我
慢
せ
ず
医
療
機
関
を
早
め
に

受
診
す
る 

③
禁
煙
す
る 

④

一

日

三

食

を

バ

ラ

ン

ス

よ
く
食
べ
る 

⑤

定

期

的

な

有

酸

素

運

動

を
す
る 

⑥
十
分
な
睡
眠
を
と
る 

⑦

ス

ト

レ

ス

を

貯

め

な

い

よ
う
心
掛
け
る 

■
冬
場
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク 

さ

ら

に

、

冬

場

の

突

然

死

の
原
因
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
が
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク 

で
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、

温
度
の
急
激
な
変
動
に
伴
い
、

血
圧
が
乱
高
下
す
る
こ
と
が
起

因
と
な
る
病
態
で
す
。
冬
場
の

入
浴
時
に
最
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。 

暖

か

い

居

間

か

ら

寒

い

脱

衣
所
・
浴
室
へ
、
次
に
暖
か
い

湯
船
に
つ
か
る
こ
と
で
、
血
管

は
収
縮
拡
張
を
短
時
間
の
間
に

繰
り
返
し
身
体
が
対
応
し
き
れ

な
く
な
り
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒

中
な
ど
重
篤
な
状
態
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

が
原
因
と
思
わ
れ
る
入
浴
中
の

事
故
で
、
年
間
一
万
四
千
人
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
も
言 

わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

意
識
を
失
い
湯
船
で
溺
死
す
る

方
も
多
い
の
で
、
突
然
死
の
割

合
が
ど
の
程
度
か
は
明
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
決

し
て
無
視
で
き
る
数
字
で
は
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

で

は

、

ヒ

ー

ト

シ

ョ

ッ

ク

を
予
防
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら 

よ
い
の
で
し
ょ
う
。
ま
ず
、
温

度
差
を
な
く
す
観
点
か
ら
、
シ

ャ
ワ
ー
で
の
お
湯
張
り
・
風
呂

の
ふ
た
の
開
放
・
日
没
前
の
入

浴
・
湯
温
を

4
0

℃
程
度
に
設

定
な
ど
が
現
実
的
で
、
す
ぐ
に

で
も
実
行
可
能
な
方
法
と
思
い

ま
す
。
近
年
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
死
亡
例
は
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、

高
齢
者
の
入
浴
中
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。 

■
生
活
習
慣
の
見
直
し
を 

突

然

死

は

高

齢

者

の

み

な

ら
ず
、
い
つ
誰
に
起
き
て
も
お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症

な
ど
持
病
の
あ
る
方
、
肥
満
や

喫
煙
な
ど
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い

る
方
は
で
き
る
限
り
速
や
か
に

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
危
険
回

避
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

【
参
考
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No217 健康がいちばん !  

気を付けたい冬に多い突然死 

ヒートショックで 1 万 4 千人

が 

 

http://ohp-service.com/colum
http://ohp-service.com/colum

